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◇
各
種
署
名
に
協
力
を
◇

◎
「
東
京
電
力
・
柏
崎
刈
場
原
発
の
設
置
取
り
消
し
を

求
め
る
」
・
「
三
鷹
再
審
査
開
始
決
定
を
求
め
る
」
・

「
全
日
建
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
事
件
に
対
す
る
大
阪

高
裁
公
正
判
決
求
め
る
」
各
個
人
署
名
に
協
力
を
。

　

国
鉄
労
働
組
合
は
７
月
15
日
〜
16
日
、
東
京
都
新
橋
・
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
90
回
定
期
全
国
大
会

を
開
催
し
た
。
４
回
目
と
な
る
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
、
基
礎
疾
患
や
特
情

を
抱
え
る
構
成
員
に
配
慮
し
、
全
国
大
会
で
は
初
め
て
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
な
が
ら
の
大
会
と
な
っ
た
。

盛
岡
か
ら
は
、
菊
池
要
悦
代
議
員
、
横
内
俊
博
代
議
員
、
北
上
常
義
代
議
員
、
そ
し
て
沢
田
光
広
委
員

長
の
４
人
が
参
加
。

　

今
回
の
大
会
は
、
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
と
組
織
強
化
・
拡
大
を
運
動
の
柱
に
据
え
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
国
労
を
担
う
世
代
に
運
動
と
組
織
・
財
政
を
継
承
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
議
論
と
意
思
統
一
を
深
め
た
大
会
と
な
っ
た
。

＝組織を代表し挨拶する松川執行委員長＝

運
動
と
組
織
・
財
政
の
継
承
に
向
け

現
状
認
識
を
共
有
し
組
織
の
拡
大
を

＝
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
リ
モ
ー
ト
併
用
の
大
会
＝

第９０回定期全国大会
＝ 7/15・16（東京）＝

▽
17
人
が
運
動
方
針
の
討
論
で
発
言

【
新
し
く
選
出
さ
れ
た
執
行
体
制
】

　

大
会
は
、
佐
々
木
隆
一
中
央
執
行
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
資
格
審
査
委
員
長
か
ら
の
代
議
員
定

数
35
人
中
35
人
（
リ
モ
ー
ト
参
加
8
人
）
の
出
席
報

告
を
確
認
し
て
、
大
会
の
成
立
を
宣
言
。
議
長
に
菊

池
代
議
員
（
盛
岡
地
本
）、
副
議
長
に
辻
将
城
代
議

員
（
近
畿
地
本
）
を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
松
川
聡
中
央
執
行

委
員
長
は
、「
修
善
寺
大
会
か
ら
40
回
を
数
え
る
大

会
を
迎
え
た
。『
国
労
潰
し
』
を
跳
ね
返
し
、
今
日

ま
で
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
組
織
を
信

じ
頑
張
っ
て
く
れ
た
組
合
員
の
お
か
げ
で
あ
る
。
今

後
国
鉄
組
が
退
職
し
て
組
合
員
の
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
く
が
、
国
労
運
動
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
組
織
を
拡
大
す
る
し
か
選
択
肢
は
な
い
。
す

べ
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡
大
運
動
に
集
約
す
る

こ
と
を
全
組
合
員
が
確
認
し
、
総
団
結
・
総
決
起
を

す
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
経
過
報
告
・

2
0
2
1
年
度
運
動
方
針（
案
）の
提
案
、
協
約
・
協

定
の
締
結
承
認
提
案
、
組
織
検
討
委
員
会
の
報
告
・

承
認
、
規
約
・
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案
が

さ
れ
た
。
４
人
の
代
議
員
に
よ
る
経
過
報
告
に
対
す

る
質
疑
を
受
け
て
、全
体
の
拍
手
で
経
過
を
承
認
し
た
。 　

２
日
目
の
運
動
方
針（
案
）に
対
す
る
討
論
で
は
17

人
の
代
議
員
が
発
言
。
地
方
本
部
か
ら
は
、
横
内
代

議
員
が
「
盛
岡
地
本
に
お
け
る
組
織
拡
大
の
現
状
・

課
題
と
、
職
場
に
お
け
る
自
身
の
取
り
組
み
と
成
果
」

を
報
告
し
、
討
論
に
参
加
し
た
。
佐
藤
裕
樹
書
記
長

の
「
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
全
国

で
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
拡
大
に
は
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
次

世
代
へ
運
動
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
分
会
や
職
場

で
ど
の
よ
う
に
し
て
運
動
を
作
り
活
性
化
さ
せ
て
い

く
の
か
、
組
合
員
全
員
で
考
え
、
実
行
し
て
い
き
た

い
」
と
の
集
約
を
確
認
し
、
全
体
の
拍
手
で
運
動
方

針（
案
）を
採
択
し
た
。
ま
た
、
規
約
・
規
則
の
一
部

改
正
と
ス
ト
権
確
立
一
票
投
票
で
は
W
e
ｂ
投
票
を

行
い
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
そ
の
後
、

新
旧
役
員
挨
拶
が
行
わ
れ
、
特
別
決
議
と
大
会
宣
言

が
読
み
上
げ
ら
れ
て
全
体
の
拍
手
で
承
認
、
最
後
に

松
川
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
２
日
間
の
大

会
が
終
了
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
は
、
べ
テ
ラ
ン
の
組
合
員
・
若

手
の
組
合
員
問
わ
ず
、
現
状
認
識
を
共
有
し
て
、
組

織
の
展
望
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
組
織
拡
大
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
た
。
こ
の
思
い
を
大
会
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
職
場
に
持
ち
帰
り
、
職

場
の
仲
間
を
奮
い
立
た
せ
、
組
織
を
拡
大
す
る
た
め

に
具
体
的
な
行
動
を
行
う
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
。

執
行
委
員
長
（
専
）
松
川　
　

聡
（
東
京
地
本
）

執
行
副
委
員
長　
　
　

木
村　

忠
義
（
千
葉
地
本
）

書　

記　

長
（
専
）
岩
元　

孝
信
（
九
州
本
部
）

執  

行  

委  

員　
　
　

宮
﨑　

浩
則
（
東
京
地
本
）

　
　
　

〃　
　
　
　
　

鈴
木　

郁
夫
（
東
京
地
本
）

　
　
　

〃　
　
　
　
　

瀧
口　

良
二
（
東
京
地
本
）

　
　
　

〃　
　
　
　
　

辻　
　

将
城
（
近
畿
地
本
）

※
会
計
監
査
員
は
紙
面
上
割
愛

生活・法律相談窓口のご案内

家族の幸せを災害から守る

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼
損害保障」、日常生活での賠償事故に
備える「個人賠償保障」、賃貸住宅で
火事を起こした場合の「借家人賠償保
障＋修理費用」。火災共済とセット加
入することで大型保障を実現します。

火災共済の保障力を、
さらにアップさせる新制度

火災共済●オプション保障＋

B14244012144-20150209

交運共済 ニュース

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借
家人賠償責任保険＋修理費用）は、共栄火災海上保険㈱を引
受保険会社とする保険契約であり、共済ではありません。詳
しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認
ください。

交運共済
みんなで暮らしをガード

（JR職域生協）
全国交通運輸産業労働者共済生活協同組合

沢　田　光　広
横　内　俊　博

拡大キャッチコピー「新しい仲間づくりを皆の力で」「一緒に解消しませんか、あなたの疑問。加入まってます」


